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ン
タ
ー
の
整
備
に
係
る
経
緯
や

施
設
内
容
、
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
問
わ
れ
た
ほ
か
、
肥

料
の
高
騰
に
よ
る
農
業
者
へ
の

支
援
な
ど
が
問
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
左
記
で
紹
介
す

る
経
費
な
ど
が
計
上
さ
れ
、
採

決
の
結
果
、
全
員
異
議
な
く
可

決
し
ま
し
た
。

◆�

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正

　

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に

伴
い
規
定
を
整
備
し
、
国
家
公

務
員
に
準
じ
て
非
常
勤
職
員
の

育
児
休
業
を
見
直
す
ほ
か
、
必

要
な
規
定
を
整
備
す
る
条
例
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

常
任
委
員
会
で
は
、
育
児
休

業
を
申
し
出
る
職
員
に
対
し
て

の
取
得
要
件
の
緩
和
に
つ
い
て

の
具
体
的
な
内
容
や
、
男
性
職

員
、
非
常
勤
職
員
の
育
児
休
業

の
取
得
に
関
す
る
説
明
や
研
修

な
ど
に
つ
い
て
も
質
疑
が
あ
り

ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
員
異
議
な

く
可
決
し
ま
し
た
。

◆
教
育
長
の
任
命
に
同
意

　

教
育
長
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
本
会
議
の
最
終
日
に
教
育

長
の
任
命
に
関
す
る
議
案
が
提

出
さ
れ
、
全
員
異
議
な
く
同
意

し
ま
し
た
。

〇
吉
野
雅
裕
氏
（
再
任
）

◆
人
事
案
件
に
同
意

　

任
期
満
了
を
迎
え
る
教
育
委

員
会
委
員
の
任
命
と
、
公
平
委

員
会
委
員
、
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
の
選
任
、
人
権

擁
護
委
員
の
推
薦
に
関
す
る
議

案
が
提
出
さ
れ
、
全
員
異
議
な

く
同
意
し
ま
し
た
。

　
［
教
育
委
員
会
委
員
］

○
大
野
か
お
り
氏
（
南
原
二
丁

目
）

　
［
公
平
委
員
会
委
員
］

○
永
山
茂
樹
氏
（
八
王
子
市
）

　
［
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
］

○
添
田
直
氏
（
中
郡
大
磯
町
）

　
［
人
権
擁
護
委
員
］

〇
和
田
貴
子
氏
（
平
塚
三
丁
目
）

　

今
定
例
会
で
は
、
公
共
施
設

の
備
品
類
の
整
備
や
利
便
性
向

上
に
向
け
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
な

ど
、
地
域
・
経
済
の
担
い
手
で

あ
る
市
民
や
事
業
者
が
温
か
み

を
感
じ
ら
れ
る
施
策
や
、
物
価

高
騰
対
策
な
ど
市
民
生
活
を
守

り
支
え
る
た
め
の
経
費
を
中
心

に
、
29
億
７
千
万
円
の
増
額
と

な
る
一
般
会
計
補
正
予
算
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
と
し
て
、
原
油
価

格
・
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け

て
い
る
農
家
を
支
援
す
る
た

め
、
肥
料
の
価
格
高
騰
に
対
応

す
る
た
め
の
経
費
１
５
８
０
万

円
が
計
上
さ
れ
た
ほ
か
、
デ
ジ

タ
ル
化
の
取
り
組
み
を
主
体
的

に
実
行
で
き
る
デ
ジ
タ
ル
人
材

の
育
成
経
費
や
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
窓
口

手
続
き
の
ノ
ー
ラ
イ
ト
化
に
係

る
経
費
５
９
８
０
万
円
が
計
上

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
母
子
に

対
す
る
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
ど

の
産
後
ケ
ア
を
行
い
、
妊
産
婦

の
ケ
ア
の
充
実
を
図
る
た
め
の

経
費
４
１
８
万
６
千
円
が
計
上

さ
れ
ま
し
た
。
質
疑
で
は
、

（
仮
称
）
平
塚
中
央
ラ
イ
ス
セ

コ
ロ
ナ
に
打
ち
勝
つ
ま
ち
の
実
現
へ

温
か
み
を
感
じ
ら
れ
る
施
策
に
向
け
た
補
正
予
算
を
可
決

令和4年9月 市議会定例会
　
平
塚
市
議
会
は
、
令
和
４
年
８
月
26
日
か
ら
９
月
21
日
ま
で
、
27
日
間
の
会
期
で
９
月
定
例
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
、
市
長
提
出
議
案
と
し
て
、
条
例
の
一
部
改
正
や
令
和
４
年
度
補

正
予
算
、
人
事
案
件
な
ど
25
案
件
が
提
出
さ
れ
、
こ
の
う
ち
令
和
３
年
度
決
算
の
認
定
な
ど
に
関
す

る
4
案
件
を
除
く
21
案
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
、
同
意
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
決
算
の
認
定
な
ど
に
関
す
る
議
案
は
、
決
算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
今
定
例
会
後
の
閉

会
中
に
継
続
し
て
審
査
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
※
議
案
と
審
議
の
結
果
は
８
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

「
放
課
後
記
念
日
」

� （
撮
影
　
石
川
海
斗
さ
ん
／
平
塚
学
園
高
等
学
校
写
真
部
）

主 な 内 容
総括質問� ２〜7面
清風クラブ� 2・3
　諸伏清児　佐藤貴子　須藤量久
　黒部栄三
しらさぎ・無所属クラブ� 4
　端　文昭　臼井照人　金子修一
湘南フォーラム� 5
　出村　光　久保田聡　小泉春雄
公明ひらつか� 6
　上野仁志　鈴木晴男
日本共産党平塚市議会議員団� 7
　松本敏子
常任委員会の審査概要� 3・6・7面
審議の結果� 8面

●保育所運営費等扶助事業
　保育士や幼稚園教諭等の処遇改善をするための
　経費�…………………………………1億5984万円
●地域経済キャッシュレス化推進事業
　市内経済の消費喚起を図り、物価高騰の影響を
　受けている市内事業者を支援するための経費
　�………………………………………2億3697万円
●電気バス導入促進事業
　市内を運行する路線バス事業者に対し、環境負
　荷の低い電気バスの導入を支援するための経費
� ……………………………………………2425万円
●消防車両整備事業
　消防及び救急活動の維持強化に資する各種車両
　を更新するための経費�……………2億8453万円

��一般会計補正予算の一部を紹介一般会計補正予算の一部を紹介

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置

　

令
和
３
年
度
一
般
会
計
・
特

別
会
計
決
算
及
び
公
営
企
業
決

算
の
認
定
に
関
す
る
議
案
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
再
流
行
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情

勢
等
に
よ
り
先
行
き
不
透
明
な

状
況
の
中
、
一
般
会
計
の
決
算

額
は
、
歳
入
が
１
０
６
４
億
９

８
７
万
円
で
前
年
度
比
11
・
５

％
の
減
少
、
歳
出
が
１
０
２
０

億
６
９
９
７
万
円
で
前
年
度
比

11
・
２
％
の
減
少
と
な
り
ま
し

た
。
歳
入
で
は
、
感
染
症
対
策

に
伴
う
国
庫
支
出
金
の
減
少
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。
歳
出
で

は
、
特
別
定
額
給
付
金
給
付
事

業
や
教
育
の
情
報
化
推
進
事
業

減
少
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
の
う
ち
競
輪
事
業

で
は
、
感
染
症
の
影
響
に
よ
る

無
観
客
開
催
や
レ
ー
ス
中
止
が

続
く
中
、
感
染
症
対
策
を
徹
底

し
、
記
念
競
輪
や
、
ミ
ッ
ド
ナ

イ
ト
競
輪
の
本
場
初
開
催
な
ど

を
行
い
、
一
般
会
計
へ
の
繰
出

金
が
確
保
さ
れ
ま
し
た
。

　

病
院
事
業
で
は
、
感
染
症
に

対
応
し
つ
つ
、
通
常
診
療
の
継

続
に
努
め
、
医
業
収
支
は
大
き

く
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
も
の

の
、
感
染
症
関
連
の
国
庫
補
助

金
を
最
大
限
活
用
し
、
病
院
事

業
全
体
で
は
昨
年
度
に
続
き
黒

字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

下
水
道
事
業
で
は
、
平
塚
市

新
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
や

浸
水
対
策
事
業
が
実
施
さ
れ
た

ほ
か
、
東
部
ポ
ン
プ
場
の
耐
震

長
寿
命
化
対
策
工
事
や
ツ
イ
ン

シ
テ
ィ
大
神
地
区
の
公
共
下
水

道
の
整
備
、
国
道
１
号
の
管
路

地
震
対
策
事
業
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

議
会
で
は
、
詳
細
な
審
査
を

行
う
た
め
決
算
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、
閉
会
中
に
継
続
審
査

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

（
特
別
委
員
会
の
委
員
構
成
は

８
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）


